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第2次国際微小重力実験室（lML－2）搭載実験に係る開発結果の評価及びH

－Hロケット試験機3号機による静止気象衛星5号（GMS－5）の打上げ結果

の評価について（宇宙開発委員会技術評価部会報告書概要）
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　宇宙開発委員会技術評価部会においては、8月4日から9月14日にかけて標

記の事項について調査審議を行ってきたが、この度報告書をとりまとめた。その

概要は、別添1及び別添2のとおりである。

別添1　第2次国際微小重力実験室（lML－2）搭載実験に係る開発結果の評

　　　　価について

別添2　H－llロケット試験機3号機による静止気象衛星5号（GMS－5）の

　　　　打上げ結果の評価について



男剛添1

第2次国際微小重力実験室（IML一一2）搭載実験に係る開発結果の評価について

1．実験の概要
　　玉，、 ・　　　白　lML　は、米国航空宇宙局（NASA）がスペースシ
　ャトル／スペースラブの飛行機会を提供し、各国が実験装置を提供することで、

　　出：百　’川　　年齢　　の一　フサ　エンス　　　’盆　の　　を行うもので

　　　ある。

　　　　IML－2ま、　lML骨面の2・　のものであり、1994年7月9日～23
　　　日の15日間行われたが、この中で我が国は、宇宙開発事業団が6台の実験装置

●　　及び3台の実験支援装置を提供し、日本の12テーマ及び米国の4テーマの実験

　　　を行った（別紙1参照）。

2．総合意見

　　日　が日　した6ムの　　壮晋とその　の 壮置ままま　てがII言・に

号した。当初の計画どおりライフサイエンス系の実験及び材料系の実験を合わせ

て16テーマ（その内米国が4テーマ）の実験が実施され、多≦一
網された。わずかではあるが実験中に不具合や不測の事態が生じたが、搭乗

員による対処も適切であった。

　lML－2の特徴は国際ミッションにある。打上げ準備と運用期間中、惣
　　　　　　　㌧　　ミ　いこ　　しム　　　　准　たことま　1占H「スーー

ション　　庵こ・　た玉　　　の　准こ　　するものであった。

　また、・　　・’出田　’一　がペ　ロードスペシ　リストとしてスペースシ　ト

ル「コロンビ　ロ　こ　　し、15日間にわたって各国の搭載実験を実施したこ

とは、　’が玉の　　自由　稀の齢　に寄与したのみならず、日　　　　自が

ミ・シ　ンヘエ　したという意義を有することでもある。

　以上のことから、IML－2の戸　の　　ま亀　されたと評価する。

　なお、A・の　　　　で、嗣僧涜　壮署が・旦△を　こし、また、一温剛胆茜

の潮潭ロの　幽が・であった（別紙2参照）。これらの原因については推定さ

れ、今後の対策が提案された。原因の中には、冷却水への気泡の混入等基礎的な

技術に類するものがあった。同様の問題の再発を避けるためには、A’　蝕曇・

l」　・貯　・　　の渦ロ　・心のξ意が払われる必要がある。さらに、航空．機

　　1　したムの曇　一　　させることにより、　1”川　 ξ嵩

白MSL－1　ニューロー　自由スーーシン曇面　こ　L－2の
嵯に．区映されることを期待する。
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実　験　装　置　名 日　本　の　実　験　テ　一　マ 米　国　の　実　験　テ　一　マ

①水棲生物飼育装置 ・微小重力下における魚の前庭順応機構の研究 ・微小重力下での重力感受器官の初期発生

・イモリの宇宙における産卵及び受精卵の発生 の研究

ラ ・メダカの宇宙における交尾・産卵行動

イ
フ ②細胞培養キット ・骨由来培養細胞の増殖・分化機能発現に及ぼす ・植物胚芽の分化状態の安定性への重力関

サ 微小重力の影響 与の研究

イ ・宇宙空間における細胞性粘菌の分化

エ
ン ③電気泳動装置 ・電気泳動による線虫0．θ1θ8ヨη5の染色体DNA ・ラット脳下垂体細胞及び細胞内二二の電

ス の分離 気泳動分離実験

系 ・微小重力環境における高密度動物細胞培養液の

実 分離精製実験

験

④放射線モニター装置 ・宇宙船内における重粒子線による線量計測とそ

の生物効果実験

⑤高温加圧型電気炉 ・微小重力下におけるTi川系金属間化合物の組織
・液相焼結における重力の効果

材 制御とその機械的性質

料 ・多元系化合物半導体重液の均一分散・混合化

系
実 ⑥制振実験装置 ・自然対流と拡散に対する重力加速度ゆらぎ（g

験 ジッタ）の影響

」

・微小重力下での熱駆動流の研究

なお、実験支援装置として、恒温恒湿槽、ビデオシステム・顕微鏡を搭載



別紙2

実験結果と不具合原因
　各実験装置ともほぼ計画どおり稼働し、実験は順調に実施されたが、一部に電
気泳動装置の不具合、恒温恒湿槽の減湿機能不良等の不具合があった。

（1）電気泳動装置の不具合について

　　　　晋　　　・　、撞　　　一一夕　凸、∠　嘘口 ・　の3つの・旦ムが発
生した。

ア　装置起動不良

　状況＝装置を起動させようとしたところ、

　　　　オいか　して冷　泊
凸・冷　　ボン　が し

凸・壮置が古

原当

日間にわたる軌道上修理虹よ」⊥冷却水の置換等を行い、

仁重雄した。

　　“前2　　日の瞥　日こお　　リー　　こ　し申

するかであった。2
　　　　の’まJl≡．

ンこ

肋低工を生じたことや、冷 垣　　こ・ 萬　　の　との

こ　‘冷　　ボン　が　一したことが原因と推定される。
対策 ・　幽“　スコ表　　の僧・　の’ と’ ｪたま‘こ　い
浩の面 一の混 “流　　坦　’の 　　僧こ

う。、　　稀の を行う。

イ　泳動検出データ異常

　状況：電気泳動の実験を開始したところ、　Ψ

　原因：　誉　虜　　のバ・フ　パ　ピン“の　亀の

。の顧“一　が　　一“

吊僧ﾀ こ　治

　　　魁渥△したためと推定される。

対策　バ・フ　パ　ピ・ン”　　の　僧混　日の ｝首　　・　一

ことが・ ムの’ を行う。

ウ　分取容器分取不良
　状況：電気泳動後の曇聖 夫出直∠　　・　た　のま50口　しかなく、分取
　　　量が不足した。また、一部は規定値を大きく超えた。

原因　地上整備時の加熱加圧滅菌作業等の際に　　殉uの　ム止こ　がみが

　　　発生したことや、軌道上での分．亟一E良と推定される。
対策　　日工当・　　か’の∠　噛Uの　・　　　の　　　　噛ロの’1の

垂直一防止笠を行う。

（2）恒温略言槽の減湿機能不良について

　　　状況：起動諭しばらくして泊　が　由壱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

原因　減湿ラインの空気フィルタ等に　隔こ
による槽内の結露の拭き取りを行った。

’かこ　　したので、搭乗員

　じた　が世　し　　旧一
ンこ　々が’環しな　な　たのが原因と推定される。

対策＝空気配萱辺爆温笠を行う。

別添1－3



男U添2
H－Ilロケット試験機3号機による静止気象衛星5号（GMS－5）の打上げ結果の　　　　1

]価について

P．打上げの概要

@　H－IIロケ・ト卦　　3ロ　ま、　H－Ilロケット試験機の最終機であり、生し旦

@一“として主　僧　’一　5目　GMS－5　　　出由　　　・　◎1フリーフー

　　SFU　　　　して、平成7年3月18日、宇宙開発事業団種子島宇宙センター

@から打ち上げられた。　　“まJl曇・に行われ、　SFU及びGMS－5はそれぞれ周

@回軌道及びトランスファ軌道に投入された。

@　幽圭円筒型のスピン安定方式の衛星であり、ロケットから分離後、アポ

@ジモータ点火等を経て、6月15日に　　140　の生　鯉　　楢こ　　　た

@　また、SFUまw　8　　・にスペースシ　トルで・　される予定である。

Q．総合意見

@宇宙開発事業団のH－llロケットについては、既に試験機1号機においてロケット

yび打上げ管制システムの機能・性能力㌔さらに、2号機において静止トランスファ

O道への打上げ性能が確認されている。A・の貯　　3ロ　こお・て　　鱒　　　“

@稀　　“　1フェ　リン“　稀が　碁　　　H－llロケ・　の目、、　な　ム　認がか

　　たことか’　H－llロケ・　卦　　の　・ま　　も　されたと評価する。これに

謔閧g－llロケ・　ま　玉　　　夢の　’1　立したものと考える。

@また、H－IIロケット試験機3号機により打ち上げられた主　僧　’．　5ロ　GM

r－5　こつい　ま　一古の主　加　　楢への几　こ　工し　　ロ　まま　凸こ

してい　ことか狛　　の　・　’　されたと評価する。

@しかしながら、GMS－5については、可　’・　　　　・骨　VISSR　の猟
@　　シ　・　こ　　・幽占が見られた（別紙参照）。この動作不安定の厘．因上L』≧

@・　　　・　の一二　ラ　パルスが　　さ　てい元いた　と推定される。また、こ

ﾌ動作不安定の現象には、衛星の温度環境の変化が影響している可能性も考えられる。

@現在、VISSRが　・面　を　　していないと　にだけ’・　正　シ　・夕を

させ　ことこ　～　”・オ，、　　　吋一　　　冒しつつ　　な　・’面　　相’

一こ　　　も　亦　し　僧　　・1　　　　な　押　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。今後、蝕期間等

ｷ度環境の変化が想定される場合には、これまでのシャッタの動作不安定の経緯に十

ｪ配慮して動作状況の監視を続けていくことが必要である。

@なお、A’ま嗣　止口・・　について蝕曇、口匠笛　、　ム　認を一層　　させる

とと　こ　　　財立∠こつい　　　　と　楢　の　　環培の　　　　　　し　l」

・曇。　・貯　　’口鞠ことが”・である。　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ@　　　　　　　　　　　　　　　別添2－1
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GMS－5の可視赤外走査放射計（VlSSR）の赤外校正シャッタの動作不安定に

ついて

（1）VlSSRの概要
　VlSSRは、衛星の自転（西から東）と走査鏡の傾き角変化（北から南）を利

用して、2500　の　い一　ンで　・ら　　することにより、地球の可視光線及

び赤外線画像を取得するものである。このうち北側端と南側端の約150ラインず

つは深宇宙データであり、　・ら面　　　ま　　の、・2200一　ン丘∠である（図

一1参照）。

　VISSRで得られる・らの’・　面を僧一一夕として1でる温一→

一、VlSSR内部の基準温度源を検出器に向けて校正データを取
得するための　・血　’・　　シ　・　　が訟　’　てい　（図一1参照）。なお、

VlSSRが地球を走査しているときにシャッタが光軸を遮らないようにするため、

シ・　ま一のスピンこロした”　　　軸こシ・　口
に　じ1’されている。

（2）不具合の状況

①5月28日までの現象

　　シ　・夕の欄間をオンしても、テレメトリ　示がロック（シャッタ動作が衛星

のスピンに同期）となるべきところが、　ンロ・

つた。そして、　6面　一“一　ま　相で　　が

一
口 示のままであ

3．8日日ロ　の。　で日　3∠
日　ロ　　　　・◎面　　　一 こ 一一　が混　するという状態であった。

②5月28日以降の現象
　　シャッタの電源オンにより、テレメトリがロ・クを　示するようになり、校正

用データも正規のタイミングで取得されていることが確認された。しかしながら、

シ　・　の　ンロ・　　示　一レメ　リ　示　　・価面　一L　への　　　一し

の三　が・由　こ　　した（図一2参照）。

③8月9日以降のシャッタの運用方法

　　8月9日に運用方法が変更され、画像データ取得中は”・な　正　一“一
伯’ ?怐@こシ　・・ フ　　ことこ　彫 6面　口一　への 一・@の
混　　鮨 こが採られている。

別添2－2



（3）不具合原因

　FTA解析及び地上でのシミュレーション結果から、

・　　・　の’冒“　パルスが　　 ていないたと

・÷1由 ﾌ、　ま、シ

出

　なお、（2）②のアンロックの発生状況とシャッタ駆動回路部分の温度テレメト

りの対照から、衛星の温度環境の変化がシャッタ駆動回路の動作不安定に影響して

いる可能性も考えられる。

（4）今後の対策

　VlSSR赤外校正シャッタの動作不安定の原因は、シャッタ駆動回路の振幅基

準用パルスが出力されていないことと推定されたので、今後は、豊壬劃匙

曇碁ま　と　じロ底酋　・　ム　認の一層の　　を図ることが必要である。

　また、不具合の直接的な原因ではないが、シャッタのレストポジシ・ヨンがオフセ

ットしていることも推定されたので、今後は、　　と　楢　の　　環培の

　　し…・　・卦　か軸とと　こ引立の　萬こ　　　しシ・
の肯置襲　　滴　こ’一鞠ことも必要である。

　なお、シャッタ駆動回路の動作状態が衛星の温度環境により変化することも考え

られるので、今後のGMS－5のら　こおいてま　　　日　’の泊　環培の’
が想　さ 日ムこま　こ　　でのシ　・・　の 、→「1占 ﾌ　　虫こ して

帽の酢　を続けていくことも必要である。

別添2－3
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平成7年8月7日18時（日本時間）の画像
気象庁提供（モニター画面のノ、一ドコピー）

赤外校正用データの地球画像への混入例図一2
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